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細川　敏明
　創立者、そしてあたたかく丁寧に教えて頂いた先生方、また様々に応援して
頂いた職員の皆様への感謝の思いで、以下の観点から、通教に学んだ６年間を
振り返りたいと思います。
　①通信教育開設と創立者の思い　②卒業率と学生第一の理念　③入学と初め
てのスクーリング　④創立者の励ましと学びへの決意　⑤私のレポート作成　
そして　⑥感謝です。
　民衆教育を目指しつつも時代の流れの中で通信教育事業から撤退せざるを得
なかった牧口、戸田両先生。そしてその悲願を結実させた創立者池田先生。「通
信教育部の開設は、伸一が創価大学の設立を誓った時からの夢であった。民衆
教育を目指す彼にとっては、そこに大きな眼目があった」、また「私は、通信
教育の皆さん方にひとしお大きな期待を寄せております。通信教育は創価教育
の父・牧口先生の１つの理想であり、みなさんはその体現者であるからです」
と『新・人間革命』（「学光」の章）に述べている通り、人々の幸福のための教
育、年齢、国籍を問わずいつでもどこでも学べるようにと、通信教育開設にか
ける創立者の万感の思いが胸に迫ってきます。
　一般に、通信教育は卒業率が低いと言われている。それは志高く入学しても、
孤独な自学習に多くの生徒が続かず、途中で挫折してしまうからである。いか
にして、卒業率を高めるか。創大では様々な対応が工夫されている。先ず通教
生を孤立させないよう各県に「指導員」をおいたり、「創友会」という卒業生
同窓組織を作り、在学生の相談相手となり、卒業推進の応援をしている。また
レポート作成後の科目試験も、全国で約50会場に拡充させるなど、どこまでも
通教生の側に立ち、不便さゆえの学業断念をさせまいとしている。こうした大
学の理念や創立者の思いは、構内にも溢れているように思う。雨降りに通教生
に傘をさし、帰りのバスに手を振る通学生がいます。夏期スクーリング時に自
分達の部屋を空け、「どうか頑張って下さい」と、机の上に励ましのメモを貼っ
ていく通学生がどこの大学にあるだろうか。ここに本学の原点があり、強みで
もあり誇りでもあろう。
　私は、７才で父を亡くし、15才離れた兄が父親代わりでした。高校を卒業す
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ると、先生のいらっしゃる東京に就職し、大学は働きながら、自分で入ろうと
決意しておりました。然し社会は甘くなく、計画していた夜間大学も転勤等で
とうとう入学も出来ませんでした。昭和51年、通信教育部が開設され、通教な
ら自分で計画し学習できると、いつか入学し勉強したいなーと思いつつ、とう
とう還暦を迎える年齢になっていました。丁度その頃、創大に学ぶ末娘の成長
を目の当たりにし、自分も先生の創られた大学で今度こそ学ぼうと腹を決め、
2005年４月入学させていただきました。然し、仕事だ地域活動だと忙しく学習
は進まず、スクーリング参加前の成果と云えば、あの感動の学生歌を覚えただ
けでした。しかし、そんな初めての夏期スクーリング参加でしたが、今思い出
しても本当に素晴らしいスクーリングで、感動の連続でした。
　先ず、あの本部棟での授業に感動しました。若江学長（当時）を先頭に各学
部長が担当しての講義は時間の経つのも忘れるくらい楽しいもので、どの先生
も講義の始まりは、皆自己紹介を兼ねた体験発表みたいで、夫々創立者との原
点を胸に抱き、私達に渾身のエネルギーを注いでくれているのが実感できまし
た。また全国そして海外からの通教生の皆さんとの触れ合いは、何にも増して
うれしく刺激的で、10代から80代までの多くの同志友人が出来ました。皆、同
じように現実と格闘している学びの友であります。
　先生は、こうした通教生の事を全部知っていて下さり、何回も何回も励まし
てくれました。「人間を人間として、人間らしく光らせ、輝かせていく源泉とは、
一体何か？それは、『学ぶ心』であり、『学び抜く魂』であります」と、激励の
メッセージを贈って下さいました。この創立者の熱い思いと期待に応えようと
深く決意した夏期スクーリングでした。夏期スクと共に、地方スクも毎回楽し
みつつ学ばせて頂きました。高松、岡山は少人数で先生を囲んでゼミのような
雰囲気で２日間という短期間でありますが先生と生徒が一体となって、中身の
濃い学習ができたと思います。
　通教の中心であるレポート作成については、正に自己との戦いであります。
参考書を何冊か県立図書館から借りてきては、学習できる喜びに燃え、レポー
トに取り組みました。各課題を3000から4000字書き上げ、それを整理して2000
字に纏め上げていきました。それまで生活社会の中で、断片的に知っていたこ
とがらが歴史的流れの中で体系的に学べたこと。また様々な分野の学問を学び、
今までの経験や知識を再確認できたことに、大きな満足と喜びがあります。借
りてきた参考書の中に、創立者と対談された、ローマクラブ創始者のアウレオ・
ペッチェイ博士らが発刊した「成長の限界」の文章を読み、創立者と同じ意見
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思想を確認し得た時は、学びの喜びを感じた瞬間としても生涯忘れない思い出
での１つです。
　創大通教に学んだこの６年間は、単に知識とか、資格を得るだけではなく、
人間として成長する学びの喜び、充実の人生を教わった６年間でした。
　私は先月、満65歳になりましたが、これからも若々しく求道求学の生涯を送っ
ていこうと思っています。また、後輩の道をしっかりと拡げてまいる決意です。
創大万歳！通教万歳！創立者池田先生ありがとうございます。お世話になった
教職員の皆様、本当に本当にありがとうございました。
